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 目的 

 第６次宇土市総合計画を策定するにあたり，市民・企業・市
外住民の現状やニーズ等を把握し計画策定に役立てるためア
ンケート調査を実施しました。  

 調査概要 

 それぞれの調査の概要については以下のとおりです。 

 

１．アンケート調査の概要 
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種類 対象 送付数 
回収数 

（回収率） 
調査方法 調査期間 

市民 

アンケート 
20歳以上の市民 2,400票 

1,160票 

（48.3%） 
郵送 

H30.1.16 

～2.15 

企業 

アンケート 
宇土市立地企業 300票 

138票 

（45.7%） 
郵送 

H30.1.10 

～2.9 

市外住民 

アンケート 

東京都・大阪府・福岡県・
長崎県・鹿児島県・熊本県

居住の20～39歳男女 
600票 インターネット 

H30.2.15 

～2.16 



ずっと住み続け

たい 

35.9% 

できれば住み続

けたい 

35.0% 

どちらともいえ

ない 

18.6% 

できれば他の市

や町村に転出し

たい 

6.0% 

転出する予定が

ある 

3.3% 

無回答 

1.2% 

問11 あなたは，これからも引き続き宇土市に住みたい 

   と考えていますか 

２．調査結果概要（市民） 

 宇土市の住み心地について  

 総合的な宇土市の住み心地の問いには，回答者の約７割が「住みよい」もしくは
「どちらかといえば住みよい」と回答しています。（問10） 

 引き続き宇土市に住みたいかの問いには，回答者の約７割が「ずっと住み続けた
い」もしくは「できれば住み続けたい」と回答しています。（問11） 

 住まいの周辺状況の問いには，空気がきれい，緑がたくさんある，生き物がたくさ
んいると回答する人が多い一方，川・海がきれい，不法投棄・ポイ捨てがない，
ペットの飼い主のマナーがよいと回答する人は少ない状況です。（問12） 

住みよい 

23.5% 

どちらかといえ

ば住みよい 

43.1% 

どちらともいえ

ない 

21.9% 

どちらかといえ

ば住みにくい 

7.4% 

住みにくい 

2.5% 

無回答 

1.6% 

問10 総合的にみて，今の宇土市の住み心地はいかがですか 

n=1,160 n=1,160 
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11.6% 

5.5% 

33.6% 

3.3% 

11.3% 

5.3% 

2.9% 

22.7% 

23.4% 

18.0% 

14.5% 

5.4% 

3.6% 

7.7% 

0.6% 

12.2% 

21.8% 

44.0% 
25.9% 

22.7% 

22.0% 

19.2% 

16.2% 

13.0% 

10.8% 

6.6% 

6.6% 

6.2% 

5.7% 

4.9% 

4.2% 

1.6% 

16.5% 
9.5% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

医療・福祉が充実し，健やかに暮らせるまち 

災害に強く，安全に暮らせるまち 

犯罪が少なく，安心して暮らせるまち 

活気に満ち，にぎわいのあるまち 

子育てしやすいまち 

お年寄りや障がい者を大切にするまち 

商業や工業などの産業が盛んなまち 

落ち着きがあり，安らげるまち 

緑が豊かで，潤いがあふれるまち 

歴史が感じられ，趣のあるまち 

健康で，スポーツの盛んなまち 

学習や文化活動，芸術活動の盛んなまち 

日常的なコミュニティ活動が盛んなまち 

リサイクルや省エネルギーに取り組む環境に優しいまち 

その他 

4項目以上選択 

無回答 

問13 あなたは，宇土市をどのようなまちだと感じていますか。 

   また，将来どのようなまちを目指したらよいと思いますか。【それぞれ３つまで】 

現在の宇土市 

目指した方が良い将来像 

n=1,160 

２．調査結果概要（市民） 

 宇土市の将来像について  

 宇土市が目指したほうがよい将来像の問いには，医療・福祉が充実し，健やかに暮
らせるまちという回答が最も多く，全体の44.0％が回答しています。（問13） 

 ３項目に絞れず４項目以上選択した人が16.5％おり，どれも重要で目指すべきであ
ると考える人が多くいることがうかがえます。（問13） 

 宇土市がアピールできる地域資源の問いには，回答者全体の約半数が海産物，自然
や景観と回答しています。（問14） 
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2.7  22.0  32.2  10.1  2.2  28.3  2.5  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

問19 宇土市の市政には，市民の意見が反映されていると思われますか よく反映されている 

まあまあ反映されている 

どちらともいえない 

あまり反映されていない 

全く反映されていない 

わからない 

無回答 

２．調査結果概要（市民） 

 宇土市政への関心について  

 市政運営の満足度では，約半数がどちらでもないと回答しています。（問16） 

 市政運営への関心の問いには，回答者の約半数がまあまあ関心があると答えた一
方，あまり関心がないという回答が３割を超えています。なお，８年前の調査と比
較すると，関心が薄れていることがうかがえます。（問17） 

 市民意見の反映の問いには，約３割がわからないと回答しています。（問19） 

 市政参加の方法については，アンケート調査への回答という回答が約７割と突出し
て多くなっています。（問20） 

3.9  32.5  48.3  8.2  4.6  2.6  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

問16 宇土市がこれまで進めてきた市政運営に対する満足度 満足している 

ほぼ満足している 

どちらでもない 

やや不満である 

不満である 

無回答 

13.7  49.1  31.6  4.0  1.7  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

問17 あなたは日頃から宇土市の市政運営に関心がありますか 
大いに関心がある 

まあまあ関心がある 

あまり関心がない 

全く関心がない 

無回答 

n=1,160 

n=1,160 

n=1,160 
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２．調査結果概要（市民） 

 宇土市の施策への評価について  

 

 第５次宇土市総合計画・後期基本計画
重点施策の満足度では，10項目で普通
という回答が最も多く，11項目でわか
らないという回答が最も多くなってい
ます。（問22） 

 

 (9)企業誘致の推進，(16)スポーツの推
進，(17)市民参画の推進などは，満足
という回答が，比較的多く寄せられて
います。（問22） 

 

 (12)道路・交通網の整備・充実，(13)

市街地の整備，(14)住宅・住環境の整
備・充実などは不満という回答の多さ
が目立っています。（問22） 

 

 

5.8 

7.5 

7.4 

7.6 

5.3 

3.4 

3.0 

3.3 

8.7 

6.6 

2.4 

4.1 

2.4 

2.6 

6.5 

8.1 

14.2 

3.3 

3.8 

4.2 

3.8 

44.1 

49.5 

52.3 

46.2 

43.7 

33.6 

32.0 

33.8 

36.2 

45.9 

31.6 

43.2 

34.9 

32.7 

44.7 

47.3 

53.5 

36.7 

31.0 

31.9 

35.9 

13.2 

15.3 

14.5 

9.2 

8.8 

5.9 

5.4 

13.5 

13.0 

12.2 

9.4 

23.2 

18.2 

17.2 

7.2 

7.1 

2.8 

5.2 

5.4 

7.5 

9.1 

32.3 

23.0 

20.7 

32.0 

38.2 

52.4 

54.5 

44.7 

37.4 

30.6 

51.6 

25.1 

39.0 

42.0 

36.7 

32.6 

24.1 

48.8 

53.5 

50.3 

45.4 

4.7 

4.7 

5.1 

5.0 

4.0 

4.7 

5.1 

4.7 

4.7 

4.7 

5.0 

4.4 

5.5 

5.5 

4.9 

4.9 

5.4 

6.0 

6.2 

6.1 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)治水対策の充実 

(2)災害に強いまちづくりの推進 

(3)交通安全対策の推進 

(4)子育て支援の充実 

(5)高齢者福祉の充実 

(6)農林業の振興 

(7)水産業の振興 

(8)商業の振興 

(9)企業誘致の推進 

(10)観光・物産の振興 

(11)土地利用の推進 

(12)道路・交通網の整備・充実 

(13)市街地の整備 

(14)住宅・住環境の整備・充実 

(15)学校教育の充実 

(16)スポーツの推進 

(17)市民参画の推進 

(18)能率的な行政運営の推進 

(19)財政健全化の推進 

(20)職員の教育と組織づくり 

(21)定住・移住対策の充実 

問22 第５次宇土市総合計画・後期基本計画の重点施策満足度 

満足 普通 不満 わからない 無回答 

n=1,160 
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３．調査結果概要（企業） 

 現状・見通しについて  

 経営状況については，あまり変わらないと回答する企業が１/３と最も多く，「悪く
なった」より「よくなった」という回答がやや多くなっています。（問７）  

 現在の従業員の過不足状況については，約半分の企業が適正，残りの半分の企業が
不足していると回答しています。（問８）  

 行政に求める支援策では，雇用助成金に関する説明会という回答が最も多くなって
います。（問10） 

 今後事業を行っていく上での課題は，雇用の維持，顧客の維持（増加）という回答
が多くなっています。（問11） 

 

 

 

 

6 

51.4% 

47.1% 

44.2% 

26.1% 

26.1% 

25.4% 

23.2% 

2.9% 

2.9% 

0.7% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

雇用の維持 

顧客の維持(増加) 

後継者の育成 

取引先の新規開拓 

資材・原材料価格等の高騰 

資金の確保 

事業内容 

サプライチェーン関係 

その他 

無回答 

問11 今後事業を行っていく上での課題について， 

   あてはまるのはどれですか【３つまで】 

よくなった 

20.3% 

どちらかと言え

ばよくなった 

18.1% 

あまり変わら

ない 

33.3% 

どちらかと言え

ば悪くなった 

18.1% 

悪くなった 

8.7% 

無回答 

1.4% 

問７ この１年の経営状況を過去３年と比較すると 

   どうなりましたか 

n=138 n=138 



 社会貢献活動について  

 社会貢献活動については，取り組んでいないと回答した企業が最も多く，全体の
39.1％を占めていますが，34.1％の企業が現在取り組んでいると回答しています。
（問13） 

 行っている社会貢献活動の分野については，まちづくりや地域安全といった回答が
多くなっています。（問13-2） 

 行っている社会貢献活動の内容では，金銭の寄附という回答が34.2％と最も多く
なっています。（問13-3） 

 

 

 

 

３．調査結果概要（企業） 
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現在取り組ん

でいる 

34.1% 

取り組みについ

て検討中 

17.4% 

取り組んでいな

い(過去取り組ん

でいた) 

5.8% 

取り組んでいな

い(過去も取り組

んでいない) 

39.1% 

その他 

2.9% 

無回答 

0.7% 

問13 企業として社会貢献活動を行っていますか 

38.0% 

35.4% 

31.6% 

27.8% 

22.8% 

21.5% 

20.3% 

12.7% 

5.1% 

5.1% 

0.0% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

まちづくり 

地域安全 

災害救援 

環境保護・保全 

学校教育・社会教育 

子どもの健全教育 

社会福祉・保健・医療 

文化・芸術・スポーツ 

国際協力・支援 

人権擁護・平和推進 

その他 

問13-2 行っている社会貢献活動の分野【該当すべて】 

n=138 n=79 



 企業と市の連携・協働について  

 企業と市の連携の手段として有効であると考えるものについては，企業アンケート
調査によるニーズ把握という回答が最も多くなっています。（問16） 

 行政（国・県・市）に検討してほしい企業支援策については，補助金制度の創設や
低金利融資の実施といった資金面の支援を求める回答が多くなっています。  

 （問17） 

 

 

 

３．調査結果概要（企業） 
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35.5% 

29.0% 

28.3% 

25.4% 

15.9% 

9.4% 

3.6% 

6.5% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

企業アンケート調査によるニーズ把握 

市関係部署によるヒアリングの実施 

商工会等自社所属団体から市機関(有識

者会議，審議会等)への参加 

担当者レベルでの交流 

市長が出席する座談会の開催 

特に連携・協働の必要性を感じない 

その他 

無回答 

問16 企業と市の連携・協働の手段として有効であると 

   考えるもの【該当すべて】 

48.6% 

42.0% 

20.3% 

19.6% 

16.7% 

15.2% 

14.5% 

10.1% 

6.5% 

2.9% 

2.2% 

13.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

補助金制度の創設 

低金利融資の実施 

企業向け勉強会の実施 

若手企業家等の育成 

交通インフラの整備 

情報インフラの整備 

就職面談会の開催 

生産者とバイヤー等のマッチング 

研究機関との連携支援 

その他 

サプライチェーンの構築・見直し 

無回答 

問17 行政（国・県・市）に検討してほしい企業支援策 

   【該当すべて】 

n=138 n=138 



 宇土市への訪問について 

 宇土市の認知度は，東京・大阪居住者で2割前後，九州エリアでは5～6割と
なっています。（Ｑ１） 

 熊本県を除くと 観光での訪問が多いのは福岡県，鹿児島県など九州エリアで，
東京・大阪でそれぞれ5％・3％程度となっています。（Ｑ２）  

  宇土市訪問の際に一緒に訪問した地域は，熊本市が最も多く半数強を占め，次
いで宇城市，天草地域，阿蘇地域となっています。（Ｑ３）  

  訪れてみたい観光地や催しは概して女性の方が多く挙げていて，御輿来海岸，
あじさいの湯，立岡自然公園などが多く回答されています。（Ｑ４）  

 

 

４．調査結果概要（市外住民） 

宇土マリーナ 御輿来海岸 轟水源
大太鼓

収蔵館

うとん

イカ祭り

立岡

自然公園
あじさいの湯

長部田

海床路
特にない

全　　　体 213  17.8 31.0 23.5 4.2 23.0 20.7 27.7 21.6 36.6

東京都 46  8.7 26.1 19.6 - 23.9 10.9 28.3 15.2 41.3

大阪府 38  5.3 21.1 15.8 - 23.7 26.3 23.7 13.2 47.4

福岡県 35  20.0 40.0 17.1 8.6 25.7 14.3 34.3 14.3 25.7

長崎県 24  20.8 33.3 25.0 8.3 25.0 20.8 45.8 25.0 33.3

鹿児島県 30  6.7 30.0 33.3 3.3 20.0 26.7 20.0 33.3 40.0

熊本県(宇土市以外) 40  45.0 37.5 32.5 7.5 20.0 27.5 20.0 32.5 30.0

全　　　体 387 27.1 52.5 34.9 12.1 34.1 37.5 44.4 34.1 22.2

東京都 54 37.0 46.3 27.8 9.3 42.6 46.3 48.1 46.3 25.9

大阪府 62 29.0 58.1 25.8 9.7 29.0 41.9 45.2 32.3 27.4

福岡県 65 20.0 56.9 30.8 18.5 36.9 33.8 47.7 38.5 18.5

長崎県 76 19.7 53.9 47.4 10.5 38.2 32.9 52.6 34.2 17.1

鹿児島県 70 22.9 42.9 34.3 11.4 34.3 35.7 31.4 28.6 28.6

熊本県(宇土市以外) 60 38.3 56.7 40.0 13.3 23.3 36.7 41.7 26.7 16.7

※n=30未満は参考値のため灰色表示

n=

男

　

　

性

女

　

　

性

17.8

31.0

23.5

4.2

23.0
20.7

27.7

21.6

36.6

27.1 

52.5 

34.9 

12.1 

34.1 
37.5 

44.4 

34.1 

22.2 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60% 男性（n=213） 
女性（n=387） 

Ｑ４ 宇土市の観光地や催しであなたが訪れてみたいものはありますか【該当すべて】 
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C

T

環

境

が

整

備

さ

れ

て

い

る

こ

と

行

政

の

移

住

支

援

が

充

実

し

て

い

る

こ

と

教

育

環

境

が

充

実

し

て

い

る

こ

と

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

活

動

が

活

発

な

こ

と

そ

の

他

平

均

回

答

個

数

600  51.8 26.2 25.0 18.3 17.7 17.2 13.8 13.3 13.0 9.2 4.8 3.3 2.3 1.7 2.5 2.20

東京都 100  56.0 29.0 20.0 16.0 16.0 22.0 13.0 15.0 16.0 10.0 3.0 6.0 1.0 4.0 1.0 2.28

大阪府 100  54.0 28.0 16.0 13.0 9.0 15.0 9.0 13.0 15.0 14.0 6.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.96

福岡県 100  53.0 19.0 22.0 18.0 18.0 14.0 15.0 17.0 9.0 9.0 5.0 4.0 4.0 3.0 3.0 2.13

長崎県 100  49.0 28.0 34.0 21.0 30.0 18.0 17.0 15.0 10.0 7.0 3.0 5.0 2.0 1.0 1.0 2.41

鹿児島県 100  45.0 25.0 26.0 22.0 20.0 17.0 12.0 6.0 15.0 7.0 9.0 1.0 3.0 - 6.0 2.14

熊本県(宇土市以外) 100  54.0 28.0 32.0 20.0 13.0 17.0 17.0 14.0 13.0 8.0 3.0 3.0 3.0 1.0 3.0 2.29

男性 213  54.9 25.8 16.4 11.7 17.4 14.6 9.9 13.1 10.8 9.4 8.0 3.3 1.9 1.9 3.8 2.03

女性 387  50.1 26.4 29.7 22.0 17.8 18.6 16.0 13.4 14.2 9.0 3.1 3.4 2.6 1.6 1.8 2.30

未婚 320  56.3 28.1 26.9 7.2 21.9 15.6 12.8 11.6 14.7 8.4 5.0 3.4 1.6 1.9 3.1 2.18

既婚（離別・死別含む） 280  46.8 23.9 22.9 31.1 12.9 18.9 15.0 15.4 11.1 10.0 4.6 3.2 3.2 1.4 1.8 2.22

子供あり 204  41.7 23.0 23.0 35.8 10.8 19.1 15.7 15.2 11.3 8.8 4.4 2.5 2.9 1.5 1.5 2.17

なし 396  57.1 27.8 26.0 9.3 21.2 16.2 12.9 12.4 13.9 9.3 5.1 3.8 2.0 1.8 3.0 2.22

考えている 87  40.2 25.3 21.8 20.7 20.7 16.1 23.0 16.1 25.3 9.2 3.4 4.6 - 3.4 2.3 2.32

どちらも考えていない 513  53.8 26.3 25.5 17.9 17.2 17.3 12.3 12.9 10.9 9.2 5.1 3.1 2.7 1.4 2.5 2.18

n=

居住地別

性別

婚姻別

子供の有無別

「移住」

「二拠点居住」

全　　　体

51.8

26.2 25.0
18.3 17.7 17.2 13.8 13.3 13.0

9.2
4.8 3.3 2.3 1.7 2.5

0%

20%

40%

60%

 移住・二拠点居住について  

 移住・二拠点居住を予定している（した）人は15％，東京・福岡に多く鹿児島に少
なくなっています。また，男性と既婚者が多くなっています。（Ｑ６）  

 移住・二拠点居住の情報入手経路は，自治体運営の移住情報ウェブサイトが最も多
く，次いで現地訪問が多く解答されています。（Ｑ７）  

 移住・二拠点居住をしたい理由としては，ゆとりある生活，都会に住みたい，田舎
に住みたい，子育てのための順に多く回答されています。（Ｑ８）  

 移住・二拠点居住をする場合の重視点は，交通の利便性が半数以上に挙げられてお
り，次いで買い物が便利，生活コストが安いが多く回答されています。（Ｑ９）  

４．調査結果概要（市外住民） 

Ｑ９ 移住・二拠点居住をする場合，どのようなことを重視しますか【３つまで】 
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 市民，企業のどちらも，市の広報紙から行政情報を入手していると回答
した人（企業）が最も多くなっています。  

 市民・企業のいずれも，回答者全体の約１割が特に行政情報を入手して
いないと回答しています。  

 なお，回答が２番目に多かった市のホームページについては，年齢が若
いほど回答割合が高くなる傾向が見られます。  

 

５．共通設問 

  行政情報の入手方法（市民・企業）  

82.9% 

22.5% 

16.5% 

9.7% 

5.6% 

4.5% 

3.1% 

1.0% 

2.6% 

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

市の広報紙 

市のホームページ 

周囲の人・企業からの伝聞 

特に行政情報を入手していない 

市のフェイスブック 

市の担当者からの聞き取り 

デタポン(※) 

その他 

無回答 

n=1,160 

65.9% 

28.3% 

20.3% 

14.5% 

8.0% 

2.9% 

1.4% 

0.7% 

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

市の広報紙 

市のホームページ 

周囲の人・企業からの伝聞 

特に行政情報を入手していない 

市の担当者からの聞き取り 

市のフェイスブック 

その他 

無回答 

市民アンケート 企業アンケート 

n=138 

※テレビ（ＲＫＫのデータ放送）を利用した住民情報サービス 11 

問 どのように行政情報を入手していますか  市民（問18）  企業（問22） 



５．共通設問 

  市との連携・協働（市民・企業）  

28.0  

26.8  

9.1  

4.3  

8.8  

7.2  

35.9  

46.4  

1.2  

7.2  

2.8  

1.4  

10.0  

3.6  

4.1  

2.9  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民アンケート 

（n=1,160） 

企業アンケート 

（n=138） 

問 市民（企業）と市との連携・協働は必要だとお考えですか  市民（問21）  企業（問15）     

【必要】市が積極的に 

【必要】市民（企業）が積極的に 

【必要】市と市民（企業）どちらも積極的に 

【必要】具体的にはわからない 

必要性を感じない 

特定の相手との連携は望ましくない 

その他 

無回答 

必要性を感じる 

 市民，企業のどちらも，回答者全体の８割以上が市との連携・協働の必
要性があると感じています。  

 必要性を感じる人は多いものの，具体的に何をしていいか分からないと
いう人(企業)が，回答者全体の約４割を占めています。  

 連携・協働にあたっては，市が積極的に進めるべきとの回答が，市民，
企業のいずれも回答者全体の１/４以上を占めています。  

12 



 どちらも，子どもに対する保健・医療体制の充実という回答が最も多
く，経済的な補助支援の充実という回答も多くなっています。  

 時間外保育・学童保育及び保育所等の充実と回答する人について，市民
が市外の回答割合を大きく上回っているのが特徴的です。なお，働く親
に対する支援については，女性（市民）の44.4％が回答しています。  

 実施方法が違うため単純比較はできませんが，いずれも保健・医療体制
充実や経済的な補助支援の充実などに回答が集まりました。  

 

53.1% 

40.4% 

39.9% 

30.0% 

29.2% 

18.9% 

17.3% 

9.7% 

8.6% 

2.8% 

10.2% 

44.7% 

18.7% 

43.8% 

18.3% 

36.2% 

16.3% 

17.7% 

10.7% 

8.7% 

1.0% 

0.0% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

子どもに対する保健・医療体制が充実している 

時間外保育や学童保育など働く親に対する支援が充実している 

子育てに対する経済的な補助支援が充実している 

保育所等の施設が充実している 

公園など遊べる場所が多い 

子育てに対する地域の理解がある 

子育てに関する相談窓口が充実している 

子育てに対する情報が取得しやすい 

児童センター等の活動が盛んである 

その他 

無回答 

問 あなたが考える「子育てしやすいまち」とは【３つまで】  市民（問15）  市外住民（Ｑ10） 

市民（n=1,160） 

市外住民（n=600） 

５．共通設問 

  子育てしやすいまち（市民・市外住民） 

13 



 市民，企業のどちらも，既に回復済と回答した人（企業）が最も多く，
回答者全体の４割以上を占めています。  

 一方，まだ地震被害から回復していないと回答した人（回復までの期間
を回答，若しくはわからないと回答）を合計すると，市民で約４割，企
業で約５割となっています。  

 地震被害からの回復期間がわからないという回答は，特に市民で多く
（15.1％），回答からも，熊本地震からの復旧・復興にはまだ時間が
かかることがわかります。  

 

 

５．共通設問 

  熊本地震からの復興（市民・企業）  

46.1  

42.8  

11.0  

14.5  

8.9  

18.1  

5.1  

10.1  

2.4  

2.2  

15.1  

8.0  

5.5  

1.4  

5.9  

2.9  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民アンケート 

（n=1,160） 

企業アンケート 

（n=138） 

問 熊本地震被害について，回復までどの程度の期間を見込んでいますか  市民（問23） 企業（問19） 

既に回復済 

１～２年 

３～４年 

５～９年 

10年以上 

わからない 

その他 

無回答 

まだ地震被害から回復していない 

14 



 市民，企業のどちらも，正確で迅速な災害情報の提供という回答が多
く，いずれも回答者全体の約６割が回答しています。  

 食糧・水・物資などの提供という回答も多く，市民で約６割，企業で約
４割が回答しています。  

 また，市民，企業のどちらも，生活（事業）再建のための資金面の支援
という回答も，比較的多く見られます。  

 

 

58.7% 

41.3% 

37.0% 

31.9% 

29.0% 

26.1% 

24.6% 

23.2% 

18.8% 

11.6% 

2.9% 

7.2% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

正確で迅速な災害情報の提供 

食糧・水・物資等の提供 

事業再建のための資金面の支援 

事業再建に向けた低金利の融資制度 

事業再建のための支援情報の提供 

建物の耐震診断や耐震化に対する支援 

従業員等の住居確保 

避難経路や防災計画の普及啓発 

震災直後の人的支援(ボランティア等) 

防災・減災に関するセミナーの実施 

その他 

無回答 

５．共通設問 

  熊本地震からの復興（市民・企業）  

市民アンケート 
企業アンケート 

n=138 n=1,160 
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63.8% 

62.6% 

46.6% 

46.6% 

46.4% 

39.6% 

34.6% 

33.0% 

22.8% 

15.7% 

2.1% 

8.6% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

食糧・水・物資などの提供 

正確で迅速な災害情報の提供 

生活再建のための資金面の支援 

避難所など，避難場所の提供 

災害弱者に対する支援 

生活再建のための支援情報の提供 

建物の耐震診断や耐震化に対する支援 

震災直後の人的支援（ボランティア等） 

避難経路や防災計画の普及啓発 

防災・減災に関するセミナーの実施 

その他 

無回答 

問 行政（国・県・市）からの支援が必要だと感じたこと【該当すべて】  市民（問25）  企業（問20） 



【参考】年齢別の特徴 
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年 齢 目指したほうがよい将来像 

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70代以上 

医療・福祉
が充実 

医療・福祉
が充実 

医療・福祉
が充実 

医療・福祉
が充実 

医療・福祉
が充実 

医療・福祉
が充実 

子育てしや
すい 

子育てしや
すい 

子育てしや
すい 

災害に強い 

災害に強い 

災害に強い 

災害に強い 
にぎわいが

ある 

災害に強い 

災害に強い 

犯罪が少な
い 

犯罪が少な
い 

犯罪が少な
い 

にぎわいが
ある 

犯罪が少な
い 

にぎわいが
ある 

犯罪が少な
い 

にぎわいが
ある 

犯罪が少な
い 

■目指したほうがよい将来像（年齢別に20％以上の回答があったもの） 

年齢別に，左ほど回答割合が高い 

回答割合 

40～50％ 

回答割合 

30～40％ 

回答割合 

20～30％ 

回答割合 

50％～ 



【参考】居住地区別の特徴 
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居住地区 目指したほうがよい将来像 

宇土地区 

花園地区 

轟地区 

走潟地区 

緑川地区 

網津地区 

網田地区 

医療・福祉
が充実 

医療・福祉
が充実 

医療・福祉
が充実 

医療・福祉
が充実 

医療・福祉
が充実 

医療・福祉
が充実 

子育てしや
すい 

子育てしや
すい 

災害に強い 

災害に強い 

災害に強い 

災害に強い 

にぎわいが
ある 

災害に強い 

災害に強い 

犯罪が少な
い 

犯罪が少な
い 

犯罪が少な
い 

にぎわいが
ある 

■目指したほうがよい将来像（居住地区別に20％以上の回答があったもの） 

居住地区別に，左ほど回答割合が高い 

回答割合 

40～50％ 

回答割合 

30～40％ 

回答割合 

20～30％ 

回答割合 

50％～ 

医療・福祉
が充実 

にぎわいが
ある 

にぎわいが
ある 

犯罪が少な
い 

災害に強い 
犯罪が少な

い 

犯罪が少な
い 



【参考】居住地区別の特徴 
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居住地区 町内会活動 
福祉ボラン
ティア活動 

子ども会・老
人会・消防
団・体協 

防犯や子ども
の見守り活動 

文化・芸術な
どのサークル

活動 

祭りやイベン
ト 

清掃活動や環
境・リサイク
ルなどの活動 

宇土地区 

花園地区 

轟地区 

走潟地区 

緑川地区 

網津地区 

網田地区 

■市民活動・コミュニティ活動への参加状況 
 （居住地区別に「積極的に参加し活動している」の回答割合が10％以上あったもの） 

29.8 

25.3 

29.7 

20.3 

21.7 

20.3 

20.2 

23.7 

22.2 

31.0 

23.2 

25.0 

32.2 

21.7 

19.8 

15.3 

19.0 

18.1 

17.2 

18.1 

15.6 

19.4 

12.2 

11.5 

10.9 

13.6 

11.1 

11.9 

10.1 

13.5 

10～
20％ 

「積極的に参
加している」
の回答割合 

20～
30％ 

30％～ 

※数値は回答割合（％） 



【参考】居住地区別の特徴 
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居住地区 
空気がきれ

い 
川がきれい 

湧水が豊富
できれい 

騒音がない 
イヤな臭い
がない 

みどりがた
くさん 

生き物がた
くさん 

自然の景色
が美しい 

不法投棄等
がない 

宇土地区 

花園地区 

轟地区 

走潟地区 

緑川地区 

網津地区 

網田地区 

■住まいの周辺状況（居住地区別にそう思うまたはそう思わないの回答が30％以上あったもの） 

思う 

思わない 

思わない 

思わない 

思わない 

思わない 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

思う 

回答割合
50％～ 

回答割合 

40～50％ 

回答割合 

30～40％ 

回答割合 

30～40％ 
「そう思う」と回答 「そう思わない」と回答 

（回答割合40％以上の項目なし） 


